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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 9,748 26.1 288 ― 298 ― 133 ―

2021年3月期第3四半期 7,732 △32.5 △442 ― △293 ― △238 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△1百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△613百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 14.80 ―

2021年3月期第3四半期 △26.40 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 15,854 12,083 69.1

2021年3月期 15,656 12,169 70.4

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 10,953百万円 2021年3月期 11,017百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

2022年3月期 ― 5.00 ―

2022年3月期（予想） 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,600 25.7 400 ― 430 ― 290 ― 32.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 9,053,300 株 2021年3月期 9,053,300 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 2,066 株 2021年3月期 2,066 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 9,051,234 株 2021年3月期3Q 9,051,234 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手方法について）

　決算説明資料については、２月１日に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における、当社グループの主要顧客業界である日系自動車産業では、世界各国市場に

影響を及ぼしている半導体を始めとした部品供給不足により、日系自動車メーカーの世界生産台数の減少傾向が明

確となりました。

　また、新型コロナウイルス感染症の新たな変異株が世界の各地域で流行しており、依然先行き不透明な状況が続

いております。

　このような状況のなか、ネットシェイプ事業につきましては、前年同期を上回る水準にあるものの、第３四半期

に入り、精密鍛造金型が減少傾向となりました。その結果、ネットシェイプ事業の売上高は、48億１千５百万円

（前年同期比36.2％増）となりました。

　アッセンブリ事業につきましては、第３四半期に入り自動車減産の影響が大きくなり、売上高がさらに下押しさ

れた状況となりました。その結果、アッセンブリ事業の売上高は31億１千１百万円（前年同期比27.3％増）となり

ました。

　フィルタ事業につきましては、海外を中心に堅調に推移しており、売上高が計画を上回る水準で推移いたしまし

た。その結果、フィルタ事業の売上高は18億２千１百万円（前年同期比4.0％増）となりました。

　以上の結果、連結売上高は97億４千８百万円（前年同期比26.1％増）となりました。

　損益面におきましては、部品供給不足に伴う自動車産業の停滞により、アッセンブリ事業が経常損失を計上する

など、状況が急速に悪化いたしました。その結果、営業利益２億８千８百万円（前年同期は４億４千２百万円の営

業損失）、経常利益２億９千８百万円（前年同期は２億９千３百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期

純利益１億３千３百万円（前年同期は２億３千８百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産におきましては、前連結会計年度末に比べ１億９千８百万円増加し、158億５

千４百万円となりました。これは、主に現金及び預金が６千５百万円、電子記録債権が２億４千４百万円、棚卸資

産が１億６千９百万円、投資その他の資産が４千５百万円増加した一方、有形固定資産が２億５千５百万円、受取

手形及び売掛金が７千１百万円減少したことによるものであります。

　負債におきましては、前連結会計年度末に比べ２億８千４百万円増加し、37億７千１百万円となりました。これ

は、主にリース債務が３億４千万円、その他流動負債が９千８百万円増加した一方、借入金が１億１千７百万円、

買掛金が８千６百万円減少したことによるものであります。

　純資産におきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益１億３千３百万円、為替換算調整勘定１億１千１百

万円の減少等により、前連結会計年度末に比べて８千６百万円減少し、120億８千３百万円となり、自己資本比率は

69.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年10月29日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,432,547 3,498,232

受取手形及び売掛金 2,527,242 2,456,045

電子記録債権 644,288 889,169

商品及び製品 564,123 616,052

仕掛品 780,390 820,267

原材料及び貯蔵品 456,564 534,539

その他 81,706 108,531

流動資産合計 8,486,863 8,922,839

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,793,862 1,668,926

機械装置及び運搬具（純額） 1,446,503 1,590,203

土地 1,812,815 1,805,473

その他（純額） 1,001,026 734,171

有形固定資産合計 6,054,209 5,798,774

無形固定資産 611,836 584,650

投資その他の資産 503,353 548,643

固定資産合計 7,169,398 6,932,068

資産合計 15,656,262 15,854,907
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,280,100 1,193,959

短期借入金 - 130,000

1年内返済予定の長期借入金 762,592 730,568

リース債務 20,682 279,589

未払法人税等 55,858 30,969

賞与引当金 156,683 183,508

その他 579,323 677,523

流動負債合計 2,855,239 3,226,118

固定負債

長期借入金 598,668 383,382

リース債務 33,079 114,987

繰延税金負債 - 1,244

退職給付に係る負債 - 45,916

固定負債合計 631,747 545,530

負債合計 3,486,987 3,771,648

純資産の部

株主資本

資本金 1,429,921 1,429,921

資本剰余金 1,192,857 1,192,857

利益剰余金 8,062,488 8,114,959

自己株式 △1,236 △1,236

株主資本合計 10,684,030 10,736,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,040 3,999

為替換算調整勘定 290,912 179,372

退職給付に係る調整累計額 35,732 33,651

その他の包括利益累計額合計 333,685 217,023

非支配株主持分 1,151,558 1,129,734

純資産合計 12,169,274 12,083,258

負債純資産合計 15,656,262 15,854,907
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 7,732,298 9,748,380

売上原価 6,712,411 7,845,672

売上総利益 1,019,887 1,902,707

販売費及び一般管理費 1,462,565 1,613,711

営業利益又は営業損失（△） △442,677 288,996

営業外収益

受取利息 6,336 2,528

受取配当金 413 406

受取保険金及び保険配当金 3,850 5,024

保険解約返戻金 903 -

助成金収入 150,547 9,611

その他 8,090 7,376

営業外収益合計 170,142 24,946

営業外費用

支払利息 5,428 7,655

為替差損 14,044 6,626

その他 1,579 1,126

営業外費用合計 21,051 15,408

経常利益又は経常損失（△） △293,586 298,534

特別利益

固定資産売却益 518 566

特別利益合計 518 566

特別損失

減損損失 - 26,346

固定資産除却損 1,127 367

特別損失合計 1,127 26,714

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△294,195 272,386

法人税、住民税及び事業税 71,989 85,169

法人税等調整額 △93,885 24,484

法人税等合計 △21,895 109,654

四半期純利益又は四半期純損失（△） △272,299 162,732

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△33,322 28,800

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△238,977 133,931
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △272,299 162,732

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,406 △3,041

為替換算調整勘定 △354,139 △158,853

退職給付に係る調整額 9,798 △2,080

その他の包括利益合計 △340,933 △163,975

四半期包括利益 △613,232 △1,243

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △482,593 17,269

非支配株主に係る四半期包括利益 △130,639 △18,513
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更等）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　 収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

（1）履行義務への取引価格の配分

　当社における製品の販売と設備の正常稼働確認等のサービス提供が一体となった取引について、従来は、取

引価格に含まれるマージンを製品に配分しておりましたが、製品とサービスの独立販売価格の比率に基づき、

取引価格を配分する方法に変更しております。

（2）変動対価が含まれる取引に係る収益認識

　一部の海外連結子会社における売上リベートについて、従来は、金額確定時に売上高から控除しておりまし

たが、取引の対価の変動部分の額を見積り、認識した収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り

取引価格に含める方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,133千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ同額減少しております。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、当第３四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表において、流動資産

の「受取手形及び売掛金」が2,199千円、流動負債の「その他」に含まれております「返金負債」が2,199千円増

加しております。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客

との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（会計上の見積りの変更）

（無形固定資産の耐用年数の変更）

　当社が保有するソフトウエアは、従来、耐用年数を５年として減価償却を行ってきましたが、第１四半期連結会

計期間において、基幹システムを再構築したことに伴い、ソフトウエアの経済的耐用年数を検討した結果、当該基

幹システムについては10年間使用可能であると判断したため、耐用年数を10年に見直しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の減価償却費は29,869千円減少し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益は同額増加しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

　ASEAN地域における新型コロナウイルス感染症拡大に伴う部品供給の問題に加え、半導体の供給不足の影響が生じ

ており、生産が停滞しておりますが、前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染

症に関する会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更は

ありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高

外部顧客への売上高 3,536,474 2,443,932 1,751,891 7,732,298 － 7,732,298

セグメント間の内部
売上高又は振替高

367 － － 367 △367 －

計 3,536,842 2,443,932 1,751,891 7,732,666 △367 7,732,298

セグメント利益又は損失(△) △380,943 △162,031 249,388 △293,586 － △293,586

(注)１. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

　 ２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高

　日本 3,155,395 1,257,464 1,190,643 5,603,504 － 5,603,504

　タイ 820,856 1,853,583 80,810 2,755,250 － 2,755,250

　その他 839,558 － 550,066 1,389,625 － 1,389,625

顧客との契約から生じる収
益

4,815,811 3,111,047 1,821,521 9,748,380 － 9,748,380

外部顧客への売上高 4,815,811 3,111,047 1,821,521 9,748,380 － 9,748,380

セグメント間の内部
売上高又は振替高

85,877 － － 85,877 △85,877 －

計 4,901,688 3,111,047 1,821,521 9,834,257 △85,877 9,748,380

セグメント利益又は損失(△) 92,717 △41,296 247,113 298,534 － 298,534

(注)１. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

　 ２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「ネットシェイプ」の売上高は2,133千円

減少し、セグメント利益は同額減少しております。

　（耐用年数の変更）

「会計上の見積りの変更」に記載のとおり、当社が保有するソフトウエアは、従来、耐用年数を５年として減価

償却を行ってきましたが、第１四半期連結会計期間において、基幹システムを再構築したことに伴い、ソフトウ

エアの経済的耐用年数を検討した結果、当該基幹システムについては10年間使用可能であると判断したため、耐

用年数を10年に見直しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、「ネットシェイプ」

で19,624千円、「アッセンブリ」で4,779千円、「フィルタ」で5,466千円増加しております。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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３．その他

（生産、受注及び販売の状況）

（1）販売実績 （単位：千円）

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　 至 2021年12月31日）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

ネットシェイプ 3,536,474 45.7 4,815,811 49.4

アッセンブリ 2,443,932 31.6 3,111,047 31.9

フィルタ 1,751,891 22.7 1,821,521 18.7

合計 7,732,298 100.0 9,748,380 100.0

（注） 内、海外向売上高

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　 至 2021年12月31日）

金額
構成比
（％）

金額
構成比
（％）

ネットシェイプ 1,182,722 33.4 1,660,415 34.5

アッセンブリ 965,245 39.5 1,853,583 59.6

フィルタ 481,425 27.5 630,877 34.6

合計 2,629,393 34.0 4,144,875 42.5

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（2）受注状況 （単位：千円）

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　 至 2021年12月31日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ネットシェイプ 3,483,007 1,262,341 4,676,063 1,181,857

アッセンブリ 2,234,006 1,398,665 2,609,308 1,020,445

フィルタ 1,905,954 693,980 1,808,561 643,734

合計 7,622,969 3,354,987 9,093,933 2,846,038

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　 ２．ネットシェイプの精密鍛造品部門とアッセンブリの受注状況には、内示受注高を含んでおります。

（3）生産実績 （単位：千円）

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　 至 2021年12月31日）

金額 金額

ネットシェイプ 3,462,129 4,741,624

アッセンブリ 2,412,147 3,150,497

フィルタ 1,717,132 1,784,157

合計 7,591,410 9,676,278

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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